
民間初のボウリング場として
昭和27年（1952年）12月20
日に東京・港区の青山に誕生し
た東京ボウリングセンターが、
今は東京・武蔵野市の吉祥寺に
場所を移してその歴史を引き
継いでいることを、知っている
ボウラーも少なくなっているの
ではないだろうか。6月22日
のボウリングの日に、東京ボウ
リングセンターを訪ねてみた。

「公園緑地法の制約で
青山から吉祥寺へ…」

文久元年（1861年）6月22
日に、長崎・出島の外国人居留
地に“インターナショナル・ボ
ウリングサロン”が開場したと
の記述が、長崎で発行されてい
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上で欠かせない
のが、民間初の
ボウリング場、
東京ボウリング
センターの開場
だろう。
現在その地に

ボウリング場は
ない。「建物が老
朽化してどうす
るかとなったと
きに、公園緑地

法の関係で、高い建物を造れな
かったために、同地での再建を
断念したと聞いています」（武田
秀樹さん）。当時は第一ホテル
グループが経営していたため
に、東京・吉祥寺に建設予定
だった吉祥寺第一ホテル
（1987年5月11日開業）地下1

階にボウリング場（18Ｌ）を造
り、そちらに移転された。
今回お話をうかがった武田さ

ん（62歳）は、学生時代（法政大
学）はボウリング部に籍を置き、
ホームセンターでもあった東京
ボウリングセンターでアルバイ
トをしながら練習を積んだそう
だ。
「法政大学のほか、青山学院
大学、山脇学園短期大学などが
東京ボウリングセンターをホー
ムとしていました。関東学連は
6部ぐらいまであって、法政大
学は当時1部でしたが、強かっ
たのは亜細亜大学でしたね」
卒業後は第一ホテルに就職、

営業職が長かったそうだが、定
年までの最後の10年ほどは吉
祥寺第一ホテルの東京ボウリン
グセンターを担当、2年前に定
年を迎えたあとも、シニアス
タッフとして同センターで勤務
している。

「歴史を受け継いでいるとい
う意識はもちろんあります」と
武田さん。ボウリング場へと続
く階段の途中には、1投ごとに
ピンボーイが手でセットしてい
たという、開場当時のままのピ
ンセッターが展示されているな
ど、さりげなく歴史が感じられ
る工夫がされていた。今後もで
きる限り、その歴史をつないで
いってほしいと思った次第。

▲ＪＲ吉祥寺駅から徒歩約5分、吉祥寺第一ホテル地下1階にある18レーンの東京ボウリングセンター

▲1952年、日本で初の民間のボウリング場と
　して誕生した東京ボウリングセンター

▲当時実際に使われていた手動のピンセッター

▲「4～5年前からまた真剣に投げ始
　めた」と武田さん

ボウリング界に女子プロが誕
生して50年。1期生の一人と
して半世紀を生き、今なお業界

随一の知名度を誇る“リビング
レジェンド”が、今年10月の誕
生日で喜寿を迎える中山律子プ
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ロ（現ＪＰＢＡ＆ＪＬＢＣ名誉
会長）だ。
「ボウリングの日」の6月22
日午後、彼女のプロ生活50周
年を記念したパーティーが、川
崎市高津区のＯＫＫＡ634ビ
ル3Ｆ「メガレイジ」にプロ仲間
や業界関係者ら110名を招い
て開催された。
1970（昭和45）年8月、中
山プロが女子プロ第1号の300
点を達成し、空前のボウリング
ブームの発火点となった「伝説
のＴＶパーフェクト」をはじめ
とする、往年の名勝負シーンが

デジタルリマスターのカラー映
像で流されるなどの趣向が凝ら
され、会場は終始明るく華やか
な空気に包まれた。
ＯＫＫＡ634の5・6Ｆは中
山プロが2007（平成19）年か
ら顧問として籍を置くムサシボ
ウル。6Ｆフロアには同プロに
ちなんだ「りつこの部屋」という
瀟洒なサロン（談話室）があり、
毎週金曜日には「さわやかトー
ナメント」と銘打ったフリーエ
ントリーの大会を開催して、中
山プロが参加者に適宜アドバイ
スを送っている。また、この日

の午前中には「律子さんプロ50
周年記念みんなでさわやかボウ
リング」と題した会員限定の競
技会（3Ｇ）が開催され、パー
ティー中に成績発表と表彰式が
執り行われた。
囲み取材でプロ生活50年を
振り返り、「全国各地でたくさ
んの人と出会えたのがいちばん
の幸せ」と語った中山プロ。今
後は「業界発展のために」ジュニ
アの指導に注力しつつ「一生楽
しくボウリングをやっていきた
い」という。律子さん、末長く
お元気で！

▲謝辞を述べる中山プロ。手にした原稿には一度も目を落とさず、ごく短い挨
　拶で済ませてしまうと いう律子さん“らしさ”が全開

▲ビジョンに映し出された往年の名勝負に釘付けのＪＬＢＣ関係者席。
　杉本勝子プロ（4期）にマイクを向けているのは進行役の青木剛プロ
　（45期・ムサシボウル所属）

▲囲み取材に応じる中山プロ。この日は讀賣、
　毎日ほか一般メディアの記者も多数取材に
　訪れていた

▲今年のボウリングの日は土曜日というこ
　ともあって、ファミリーで楽しむ姿も

た同日付の英字紙に残されてい
た。日本ボウリング場協会で
は、この日を日本ボウリング発
祥の日として、昭和47年
（1972年）に6月22日を“ボウ
リングの日”と制定して今日に
至っている。そしてもうひと
つ、日本のボウリング史を語る

「ボウリングの日
」に

 東京ボウリング
センター

 に行ってみた
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中山律子プロ生活50周年記念パーテ
ィー

「ボウリングの日」にレジェンド降臨！
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